






































する光家の半生を描くことにあったと考え 。そうした作品としての本集には、光家の実人生の軌跡とはいささか異 る世界が表わされてもいる。配列と表現とに見える虚構化の様相を解明することで、本集の解釈と評価に 新たな面を見出 てみたい。
　『浄照房集』 の伝本は、従来、宮内庁書陵部蔵本
（五〇一・一二八）

















把握がなされてきた。この空白は、冷泉家時雨亭文庫蔵本においても同様に存している。三歌群の関係を確認するため、左 簡略な構成を示す。ａ～ｉは私意による小歌群の呼称である。【歌群】 　　　【歌番号】 　　　【内容・年次】






　　　　　 　　　 　 　　　同年八月七日
（三）






　第二群 　ｃ 六 初瀬参詣の歌　　 　　ｄ 七～一五 筑紫への初度 旅の歌〈宇佐使〉　　 　 　　　 建暦三年十一月二十九日以降










　　　　　ｇ 二三～二六 良輔追慕の歌　　 ｈ 二七・二八 住吉・賀茂参詣の歌
（二行分空白）


























寺社参詣の歌が首尾に配されている。こ もまた対応構造 いえよう。すなわちｅｆｇを全体の核として ａとｂと、ｃとｈと、ｄとｉとが、それぞれ対照 織りな ながら、配置・構成されているというの 本集の基本構造だといえる。
　考えたいのは、こうした構成意識を働かせる編纂者の存在であ










































































ながらのかげ」と、 「かげ」の語を含む表現を繰り返 てい 。それにより良輔の死と光家の出家とが密接に繋がり、一連の出来事は必然的な展開をなしているように理解される。遁世者と て東石蔵に移り住んだのは「九月廿日 ころ」
（二一）
、構成上は翌










































































































































する機会を得た。出詠歌人は、判明するところでは光家と 後順徳天皇歌壇の中核的存在となる範宗の二名だけである。十首結題という、相当の力量を要する催し 出詠せ め ことは、定家が光家の歌人として 将来 嘱望し、内裏歌壇 歌人と て育成を期したことを示唆 よう。この歌会が光家の詠作史上記念碑的意味 持つこ は、この折 二首が『浄照房集』 冒頭を飾っいるところにも現れてい 。しかし定家の期待に反し 歌才 無いことがすぐに露見し、同年の最後 催しとなる閏九月十九日歌合では、判者定家から作を「めづらしきふ もみえ侍らず」と評され、これを機に出詠機会が激減した。
　建保二年は八月十六日内裏歌合のみの出詠となるが、出詠歌に



















































六日の書状において「経供養」に供す 一巻経、 量義経 書写を定家に依頼し、良輔の十三回忌の法要を終えた十一月十九日には父 訪れ、教家が飯室の山気によって不食の病に罹り 八条殿で静養し、 一昨日飯室 戻ったことを告げ、 十二月十八日にも 「旧里」 ある加茂に来たついでに立ち寄り、身辺の情報を定家に伝えている。そのような折に、光家が勅撰集 関する情報 聞き及んだ可能性は十分にある。かつて順徳天皇歌壇で同僚歌人であっ
た面々や、異母弟為家の動向を見聞くにつけ、仮にも定家の一男である我が身の境遇を省みたことであろう。こうした状況の中、光家の脳裏に、家集編纂の企図が醸成されたのではないだろうか。
　為家のような歌人としての力量が、自身に無いことは、定家か
ら既に指摘され、自覚もしていたはずである。御子左家の名跡を継ぐのは為家である以上、父から「尾籠」 「不可説、不便」と酷評された内裏歌壇における旧作の中から歌を拾ったから いって、何ほど ことがあろう。建暦三年の、まだ歌人として未知数であった頃の作だけを選んで巻頭に配した は、内裏歌壇に参与した記念として意味があった それは、宇佐使勤仕とともに、光家の栄光の事績として選び取られた歌とな 。そして、御子左家の一男として 矜持を示す 、光家を認め重用 良輔との交情を、濃密に描くこ であっ 。寛喜元年十一月十一日の 遠忌は、改めて良輔を偲ぶ契機となった 違いない 出家すべき時に出家をせず、教家に仕え、その出家に伴って不如意な を遂げた自身を、良輔の死 伴う出家という「あるべき姿」に再構成してみせたのが 『浄照房集』なの はあるまいか。
　右のように考えてくると、本集は光家の自撰家集であり、 『新













出だされない。ただ、本論で明らかにし 集の内部構造は、光の歌人としての軌跡を知悉し、詠歌を取捨 、極めて周到 配列を行いうる編纂者 存在 強く示唆している。こ 問題をさらに追究するためには、両度の筑紫 旅の歌につ 詳細な検討 提示する必要がある 考えるが、その問題については別稿に譲ることにする。注（１） 　四十一首（内他人詠三首） （ 『桂宮本叢書』解題）とあるが、 『浄
照房集』五、一九、三九、四一番は、それぞれ実茂、としごろすみなれし所の女、遊女兵衛、やすつな朝臣の歌であるから、計四首となる。
（２） 　石田吉貞 『藤原定家の研究』 （一九五七年、 文雅堂銀行研究社） 「第
一章 　家庭生活の基礎としての家族・家 　三子女」 。
（３） 　五味文彦「 『明月記の史料学』 （二〇〇〇年、青史出版） 「一 　明
月記の群像─『明月記』嘉禄元年を中心に─」 。
（４） 　『桂宮本叢書 　三巻』 （一九五八年、養徳社）解題（伊地知鐵男・
橋本不美男） 。
（５） 　『私家集大成 　中世Ⅰ』 （一九七四年、明治書院） 解題 田尻嘉信・
松野陽一） 。
（６） 　『新編国歌大観 　七巻 　私家集編Ⅳ』 （一九 九年、角川書店）解
題（久保田淳） 。
（７） 　『冷泉家時雨亭叢書 　二十九巻 　中世私家集五』 （二〇〇一年、朝
日新聞社）解題（久保田淳） 。
（８） 　「自他撰の別は判別しない」 （ 『桂宮本叢書 解題） 。（９） 　「いづれにしても明らかな意識をもった編纂とは思へない」 『桂
宮本叢書』解題） 、 「全体に明確な編纂意識があるとは思えない」（ 『私家集大成』解題） 。
（
0） 　以下『明月記』嘉禄元年秋記は五味文彦が『明月記の史料学』で整定した本文を用いた。











） 　「相具少将別車、参蓮華心院、 （略）左大臣殿御南座」 （ 『明月記』建暦二年六月二十日条） 。
（
） 　「光家昨日右大臣殿御共 西山」 （ 『明月記』建暦元年九月二十九日条） 。
（




） 　建暦二年三月、七条殿行幸当座歌会（ 『藤原定家全歌集』三 七二～三七七四） 。題は「雨中落花」 「宴遊待暁」 「対泉恋夏」 。
（
） 　「内裏如例有歌事云々、光家給題詠進之」 （ 『明月記』建暦 年六月十二日条） 。題は『順徳院御集』に「六月大内」と詞書のある「禁竹庭」であろう。
（
） 　「左大臣殿仰云、光家已被催〈入棺役〉 、先申子細了、大略恩免歟
者」 （ 『明月記』建暦元年十一月十三日条） 。
（
） 　「入夜侍従来云、大臣殿被仰可給山田庄一郷由、先年所給予也、仍触家主、聊有受用之気云々、神妙云々」 （ 『明月記』建保元年五月十八日条） 。
（
0） 　注 （３） に同じ。
（
） 　注 （３ に同じ。
（
） 　「昨日事、申入殿下〈可有勅撰集歌之仰〉 ・・・」 （ 『明月記』寛喜二年七月六日条） 。
（
） 　田渕句美子「建礼門院右京大夫試論」 （ 『明月記研究』九、二〇〇四年十 月） 。中村文「 「いはむかたなき」経験と「あらずなる世」─『建礼門院右京大夫集』に見る時代認識」 （ 『日本文学』六三七、二〇〇六 七月） 。丹下暖子 『建礼門院右京大夫集 資盛・隆信歌群の再検討─「色好むと聞く人」をめぐって」 （ 『和歌文学研究 九六、二〇 八年六月） 。




羽院の様々な生前の顔を紹介するだけなく、没後、歴史の中で展開し、変容し再生される後鳥羽院像に光をあてたところに見所がある。その意義について著者は「そうした理解、さらには捏造が、なぜ、どのように、誰によっていつごろ生み出され なぜ、どのよう 、誰によって受け入れらてきたのかを問 こと、それによって わたしたちの歴史的な視野は飛躍的 広がっていく。 」と説く。こ した人物像へ ア
プローチは、人物への我々の興味を満たすだけなく、それらの問いかけを通して歴史認識を深めていく契機にもなる。
　また資料として「後鳥羽院関係史蹟事
典」 「後鳥羽院関係人物事典」 「後鳥羽院関係年譜 が収められており、まさ タイトルの「後鳥羽院のすべて」に相応しい充実の一冊となっている。（二〇〇九年三月 　新人物往来社 　四六判 　二六二頁 　税込三一五〇円）
  〔小沢美沙子〕
